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と き 11 月 6 日（木）～10 日（月） 
ところ 市民センター301・302 室 
 出展作品  
絵画（油彩・水彩画・日本画・水墨
画）写真、書、工芸（陶芸・彫刻） 

と き 10 月 22 日(水)  
と こ ろ ロータリーゴルフ倶楽部 
    OUT・IN 各 7 組、全 14 組 
参加費 会員 10,570 円（プレー代、参加費込） 
       非会員＋500 円 
※各期のゴルフ同好会代表者にお申込み下さい。  

実行委員⾧ 27 期 萩野勇 
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『公民館・夏休み子ども教室』開催 

８月囲碁大会の報告 

９ 月 講 演 会 の 報 告 第５回 バス旅行 

集合時間  7 時 45 分 
集合場所  芦屋保健所前 
(公光町 1-23 国道 2 号線の南すぐの所) 
参 加 費  9,500 円 
定  員  先着 150 名 

11 月 27 日（木）
（木） 

社会貢献活動報告 

芦屋市が主催する『公民館・夏休み子ども教室』が市民センターで

開催され、芦屋川カレッジ学友会が全 15講座のうち 4講座を担当

しました。 

① 水彩画教室「ひまわりを描こう」（8月 6 日、24 名が参加） 

色の三原色や反対色といった色彩の基本を学んだ後、花瓶に生

けたひまわりを自由に描きました。講師は子どもたちが自信を

持てるようにそれぞれの個性を褒めることを大切にしました。 

② 水彩画教室「夏の素材を描こう」（8月 6 日、24 名が参加） 

構図の話を聞いた後、トマトやナスなどの夏野菜を自分で並べ

て描きました。この講座でも絵への興味と自信を持ってもらう

ことを目的に、良い点を褒める指導が行われました。 

③ 絵手紙を描いてみよう（8月 7日、16名が参加） 

この講座では、「ヘタでいい、ヘタがいい」という言葉を含む絵

手紙の心得 7 か条を最初に学びました。その後、筆運びの練習

をしてから、はがきに墨汁で輪郭を描き、色をつけ、言葉を添え

るという手順で絵手紙を完成させました。 

④ 理科実験「万華鏡を作ろう」（8月 20 日、30 名が参加） 

光と鏡の特性について学んでから万華鏡を製作しました。子ど

もたちがなぜきれいに光って見えるのか不思議に思うことで、

さまざまな不思議に興味を持ってもらうことを目指しました。 

※ＨＰに詳細を掲載しています。 

① 

第 17 回学友会親睦囲碁大会が 8 月 27 日、市
民センター401 室で開催されました。酷暑の中
参加予定者 29 名が揃い熱戦が繰り広げられま
した。団体戦の優勝は常勝 30 期、32 期を破り
33 期が優勝、2 位に 30 期Ｂチーム、3 位に同Ａ
チームが入りました。3 連勝の個人賞は優勝チ
ームの山口さん、山崎さんと 16 期久保田さん、
32 期高橋さんが獲得されました。 
※戦績表は HP に 

（担当 実行委員会 企画 G） 優勝チームの 33 期 山崎晶子さん 

９月 8日、ルナ・ホールにて木下サーカス・木下唯志社長によ
る以下の要旨の講演がありました。サーカスのパフォーマンス
はありませんでしたが、動画やダイアナ・ロスの曲など楽しい
講演でした。 
木下サーカスは 1902 年に創業し、120 年以上の歴史を持つ世界
三大サーカスの一つです。戦後の経営危機、10 億円の負債の解
消など数々の困難を乗り越えてきました。木下社長は病気や怪
我を乗り越え、断食修行や剣道から得た教えを経営哲学の基盤
としています。モンテカルロ国際サーカスフェスティバルでの
金メダル獲得など、世界一を目指す挑戦を続けており、海外の
優れたアーティストを招へいすることで常に進化を追求して 
います。また、阪神・淡路大
震災での無料招待など社会貢
献にも取り組んでおり、多く
の人々に夢や希望を与え続け
ています。「常に進化し続け、
大衆と共に歩む」という理念
で締めくくられました。 
参加者は 129 名、担当は企画
G でした。 
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